
 支援の手順書：記入例１  

 

時間 活動 サービス手順 メモ 

14:45 

 

待機 

 

【スケジュール２：バス停で待つ】 

 
 

 

14:05 

 

乗車 

 

【スケジュール３：バス乗車】 
1. 乗車する 

2. 降車口に一番近い２人掛けの座席に座る 

3. 座ったら「しゅっぱつ」のカードをはがしてもらい、音楽を聞き
始める 
☆これがスケジュールのスタートの合図です。忘れないように！ 
☆スケジュールはのぞむさんに見えるところに置く 

4. 途中のバス停を通過するごとに、そのバス停のカードをはがして
もらう 
☆のぞむさんが見て自分ではがさないと、バス停を過ぎたことを 
意識できません。 

☆必ずのぞむさんがスケジュールを見ていることを確認する！ 

5. のぞみ大学に到着する手前で、軽く肩を叩いて「だいがく」カー
ドを指差して見せ、はがしてもらう 
☆自分でプレーヤーを止めて降車準備ができます 

6. 降車する 
 

 

 

14:20 降車 【スケジュール４：バス停～のぞみ大学】  

 

【緊急事態のとき】 
 のぞむさんが不穏な状態（ウーウー唸り声をあげる、床をドンドンと踏み鳴らす）になったとき
には、各ヘルパーの判断で途中下車させてください（スケジュールは隠してヘルパーがボタンを
押します）。 

 体調が悪いときも同じです。 
 

【気をつけておいてほしいこと】 
 これまでのところ、どのバス停でも停車して人が降りています。もし、誰も降りずにバスが通過
することがあったら、スケジュールを使っていても混乱するかもしれません。 

 
【記録】 
 うまくいかないステップがあれば、メモ欄にそのときの様子を簡単に書いておいてください。 

 


